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『ＶＥ研究論文』募集 

 

 

 

■会 期：2018年 10月 23日（火）～ 10月 24日（水）2 日間 

■会 場：アルカディア市ヶ谷〔東京都千代田区九段北 4－2－25〕 

■主 催：公益社団法人 日本バリュー・エンジニアリング協会 

 

 

VE 全国大会は、企業における V E 活動のますますの活性化とバリュー・エンジニア

の技術水準向上を主な目的に、毎年開催されております。 

 次回は上記の会期・会場で開催の予定ですが、その開催にあたり公益社団法人日本バリュー・

エンジニアリング協会（以下「本会」）では「VE 研究論文」を幅広いテーマで募集すること

にいたしました。『論文審査委員会』における審査の結果、入選となった論文は、大会で表

彰いたします。 

 論文募集の要項は次項の通りです。バリ

ュー・エンジニアをはじめ、公的機関や研

究者・コンサルタント、学生など、多くの

方々からのご応募をお待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

公益社団法人日本バリュー・エンジニアリング協会 

〒154‐0012 

東京都世田谷区駒沢 1‐4‐15（真井ビル 6F） 

TEL. 03‐5430‐4488 ／ FAX. 03‐5430‐4431 

URL：http://www.sjve.org 

E-mail：info＠sjve.org 

◆ 第５１回ＶＥ全国大会 ◆ 

お問い合わせ／お申し込みは 



～『ＶＥ研究論文』募集要項～ 
1. 論文テーマの例 

●VE の理念、原理、技法、組織化などに関するもの 

●VE の応用、展開、教育、普及などに関するもの 

●VE に関連する各種技術（IE、QFD、TRIZ など）に関するもの 

●価値の向上、創造に関するもの 

●バリュー・マネジメントに関するもの 

●原価企画に関するもの 

●行政、NGO などにおける価値向上活動に関するもの 

2. 応募方法 

（1）申込の方法 次の３つを本会事務局に E-mail 又は FAX でお知らせください。 

①論文テーマ ②執筆者氏名（個人名のこと） ③連絡先（会社名、所属・役職名、所在地、 

電話番号、E-mail アドレス） 

（2）申込の締切 2018年 2月 28日（水）（折り返し、原稿執筆ガイド等をお届けいたします） 

（3）原稿の締切 2018年 4月 19日（木）9 時必着で本会事務局にお送りください。 

（4）原稿の作成 

①A4 判の白紙を使い、MS-WORD で作成してください。 

②A4 判 1 枚につき横 40 字、縦 40 行で、10 枚以上 12 枚以内（図表を含む）といたします。 

③そのまま製版いたしますので、図表も鮮明なものを見やすい大きさで本文中に挿入してください。 

④MS-WORD 及び PDF の２つのファイルをご提出ください。 

3. 審  査 

（1）審査は、「論文審査委員会」で行います。 

（2）審査では、次の３つを重視いたします。 

①未発表の内容で、新規性や独創性があること（本会の「バリュー・エンジニアリング」 

誌で発表した論文でも、内容を発展させたものであれば可）。 

②論文としての形式が整っており、論旨に一貫性があること。 

③内容に応用性があり、その効果が期待できること。 

（3）審査の結果は、2018 年 7 月中旬までに文書でお知らせいたします。 

（4）内容のさらなる充実を目的に、「論文審査委員会」から原稿の一部修正を求めることがあります。 

その場合は、審査委員会の要請を尊重し、修正していただきます。 

（5）原稿は、図表を含め一切返却できません。 

4. 発  表 

入選論文は、「第 51 回 VE 全国大会」で執筆者から発表していただきます。 

5. 表  彰 

入選論文は次の 4 種で、いずれも「第 51 回 VE 全国大会」で表彰いたします。 

①最優秀論文  1 編 賞牌及び賞金 20 万円（税込） 

②優秀論文  若干編 賞牌及び賞金 10 万円（税込） 

③佳作論文  若干編 賞牌及び賞金  5 万円（税込） 

④入選論文  若干編 賞牌及び賞金  1 万円（税込） 

6. そ の 他 

（1）入選論文は、「第 51 回 VE 全国大会 VE 研究論文集」に収録いたします。また、大会の終了後に本

会のホームページなどへ掲載されることもあります。 

（2）入選論文は、選考のうえ SAVE 国際大会発表論文として SAVE  International（米国 VE 協会）に

推薦されることがあります（発表に際しての費用は自己負担）。 

（3）入選論文のほか、大会実行委員会から推薦されたテクニカルレポートなども「第 51 回 VE 全国大会」

で発表されることがあります。 


